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議会だより　R6.11

納
整
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

各
種
補
助
金
、
負
担
金
等
に

つ
い
て
は
、
実
態
や
実
情
を
把

握
し
、
社
会
情
勢
に
合
致
し
て

い
る
か
、
活
動
内
容
が
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
十

分
に
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
維

持
す
る
も
の
と
整
理
統
合
も
検

討
さ
れ
た
い
。

　

基
金
の
運
用
状
況
は
、
基
金

設
置
の
条
例
等
に
沿
っ
て
適
正

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
経
理
状

況
及
び
現
金
の
保
管
は
適
正
に

行
わ
れ
、
か
つ
、
計
数
、
諸
帳

簿
は
正
確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
。

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
計
数
は
、
関
係

諸
帳
簿
等
を
点
検
審
査
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
決
算
計
数
に
相

違
は
な
く
、
適
正
に
執
行
さ
れ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

明
許
費
繰
越
が
３
件
あ
っ
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
慮

し
早
期
の
事
業
完
成
、
完
了
を

望
み
ま
す
。

　

村
税
等
の
滞
納
額
は
、
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
微
増
と
な
っ

て
い
る
。
新
た
に
発
生
し
た
滞

納
者
へ
速
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
で
長
期
滞
納
家
庭
の
増
加
防

止
や
、
預
金
調
査
の
デ
ー
タ
化

に
よ
る
差
押
事
務
の
迅
速
化
な

ど
、
徴
収
事
務
の
見
え
る
化
に

よ
り
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
も
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
滞
納
整
理
部
門
へ
の

徴
収
事
務
の
移
管
を
進
め
、
未

納
者
の
現
状
把
握
や
規
則
に
沿

っ
た
督
促
状
及
び
催
告
書
の
発

送
、
さ
ら
に
家
庭
訪
問
な
ど
、

収
納
率
の
向
上
と
効
果
的
な
滞

　

令
和
６
年
第
３
回
議
会
定
例
会
は
９
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
村
長
か
ら
報
告
２
件
の
ほ
か
、
同
意
６
件
、
条
例
改

正
２
件
、
規
約
の
変
更
２
件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
３
件
、
令
和

５
年
度
決
算
８
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

17
日
に
は
議
員
３
名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
24
日
に
は
議
会
運

営
委
員
会
か
ら
の
発
委
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳 入繰入金
3億1,578万1千円
8.2％

繰入金
3億1,578万1千円
8.2％

地方交付税
14億8,597万1千円
38.6％

地方交付税
14億8,597万1千円
38.6％

村税
5億5,713万4千円
　　14.5％

村税
5億5,713万4千円
　　14.5％

国庫支出金
2億8,429万9千円 
　　　　7.4％

国庫支出金
2億8,429万9千円 
　　　　7.4％

繰越金
1億8,663万1千円
 4.8％

繰越金
1億8,663万1千円
 4.8％

県支出金
1億3,781万5千円 3.6％
県支出金
1億3,781万5千円 3.6％

村債
6億1,321万9千円 
　15.9％

村債
6億1,321万9千円 
　15.9％

その他 987万1千円 0.3％

地方消費税交付金 
1億2,295万2千円 3.2％

諸収入 5,412万4千円 1.4％

地方譲与税 2,689万8千円 0.7％使用料及び手数料 2,771万7千円 0.7％
法人事業税交付金 1,165万2千円 0.3％
地方特例交付金 887万8千円 0.2％
寄附金 501万3千円 0.1％
財産収入 409万円 0.1％

決
算
審
査
結
果

決
算
審
査
結
果

令和6年
第３回
議　会
定例会

令和５年度令和５年度
一般会計歳入決算額一般会計歳入決算額

38億5,204万円38億5,204万円

審
査
結
果
を
報
告
す
る

有
松
代
表
監
査
委
員
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決
算
に
関
す
る
質
疑

決
算
に
関
す
る
質
疑

令和５年度令和５年度
一般会計歳出決算額一般会計歳出決算額

36億4,304万円36億4,304万円

○会計別決算
会 計 別 歳入額 歳出額

一 般 会 計 38億5,204万5千円 36億4,304万5千円

国民健康保険特別会計 4億9,161万2千円 4億5,022万6千円

土地造成事業特別会計 3,501万7千円 69万7千円

墓 地 特 別 会 計 419万8千円 29万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5億2,773万5千円 5億469万4千円

後期高齢者医療特別会計 5,230万9千円 5,192万3千円

簡易水道
事業会計

収益的収支 1億8,684万8千円 1億9,224万4千円

資本的収支 8,236万7千円 1億1,518万4千円

農業集落
排水処理
事業会計

収益的収支 2億9,650万6千円 2億4,992万5千円

資本的収支 5,290万円 1億6,549万9千円

合　計 55億8,153万７千円 53億7,372万7千円

農林水産業費
5億6,957万8千円 
           15.6％

農林水産業費
5億6,957万8千円 
           15.6％

衛生費  
2億3,554万8千円 6.5％
衛生費  
2億3,554万8千円 6.5％

消防費  1億3,990万6千円 3.8％
議会費  5,260万3千円 1.4％
商工費  2,465万3千円 0.7％

総務費
8億9,243万円
24.5％

総務費
8億9,243万円
24.5％

土木費
1億9,924万8千円 5.5％
土木費
1億9,924万8千円 5.5％

公債費
2億4,718万9千円
　　　　　 6.8％

公債費
2億4,718万9千円
　　　　　 6.8％

民生費
7億500万8千円
19.4％

民生費
7億500万8千円
19.4％

教育費
5億7,688万2千円 

15.8％

教育費
5億7,688万2千円 

15.8％

歳 出

基 金 名 令和５年度末現在高

一
　
般
　
会
　
計

財政調整基金 13億5,281万1千円 
減債基金 8,790万4千円 
土地開発基金 1億1,332万6千円 
ふれあい福祉基金 1億7,249万1千円 
人材育成基金 1,436万8千円 
ふるさと水と土保全基金 690万円 
地域雇用創出推進基金 1,669万7千円
地域振興基金 3,212万7千円 
公共施設等整備基金 5億9,603万1千円 
ふるさと納税基金 2億7,706万8千円 
森林環境譲与税基金 261万2千円 

特
別
会
計

国民健康保険給付費支払準備金 6千円
墓地維持管理基金 173万3千円
介護給付費準備基金 1億1,023万2千円

公
営
企
業

会
　
　
計

簡易水道量水器購入基金 1,573万円
簡易水道揚水･配水施設基金 591万4千円

合　計 28億595万円

○基金運用状況一覧（一般会計）

　

令
和
５
年
度
村
税
等
の
不
能

欠
損
額
が
出
て
い
る
が
、
不
能

欠
損
に
至
っ
た
理
由
は
。

▽
税
務
課
長

　

納
税
者
の
死
亡
、
相
続
の
放

棄
、
外
国
人
の
帰
国
に
よ
る
即

時
消
滅
が
主
な
理
由
と
な
っ
て

い
る
。

　
小
松
議
員
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◆
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

既
定
予
算
額
に
５
，
０
６
５

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
41
億
８
，
５
０
０
万
６
千

円
と
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
方
特
例
交
付
金　

２
，
１

０
１
万
５
千
円
、
地
方
交
付
税　

１
億
５
，
０
７
４
万
７
千
円
、

国
庫
支
出
金　

１
，
４
１
９
万

５
千
円
、
繰
越
金　

９
，
２
５

０
万
７
千
円
を
増
額

　

県
支
出
金
63
万
８
千
円
、
繰

入
金
２
億
２
，
３
１
６
万
２
千

円
、
村
債
４
０
０
万
５
千
円
を

減
額

　

総
務
費　

２
，
８
４
５
万
２

千
円
、
民
生
費　

１
，
６
７
０

万
５
千
円
、
衛
生
費　

１
３
８

万
円
、
農
林
水
産
業
費　

18
万

９
千
円
、
商
工
費　

35
万
２
千

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

　

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
負

担
金
（
ご
み
）
の
金
額
が
令
和

４
年
よ
り
30
％
以
上
増
加
し
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。

▽
住
民
生
活
課
長

　

令
和
５
年
度
の
ご
み
処
理
費

の
単
価
が
見
直
し
さ
れ
た
こ
と

が
主
な
理
由
。
単
価
見
直
し
は
、

近
年
の
電
気
代
の
高
騰
、
物
価

高
に
よ
る
修
繕
料
の
上
昇
が
影

響
し
て
い
る
。

　

給
食
事
業
収
入
の
収
入
未
済

額
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
願
い

た
い
。

▽
学
校
教
育
課
長

　

令
和
５
年
度
１
名
、
滞
納
繰

越
分
14
名
分
の
金
額
と
な
っ
て

お
り
、
年
３
回
納
付
書
の
通
知

を
送
付
し
、
納
入
を
促
し
て
い

る
。
一
部
の
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
毎
月
定
額
の
支
払
い
を
行
っ

て
い
る
方
も
い
る
。

　

農
道
改
良
事
業
の
道
路
改
良

工
事
費
の
不
用
額
が
あ
る
が
そ

の
理
由
は
。

▽
建
設
課
長

　

昨
年
度
農
道
長
寿
命
化
事
業

と
し
て
、
８
路
線
の
農
道
に
つ

い
て
事
業
を
行
っ
た
。
各
路
線

の
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

る
８
路
線
分
の
不
用
額
と
な
っ

て
い
る
。

　

不
用
額
が
出
て
い
る
科
目
に

つ
い
て
、
当
初
予
算
作
成
の
際
、

設
計
単
価
が
正
確
で
あ
っ
た
の

か
の
検
証
も
必
要
で
は
な
い
か
。

▽
建
設
課
長

　

標
準
積
算
単
価
が
県
か
ら
通

知
さ
れ
る
の
は
新
年
度
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
り
、
当
初
予
算
作

成
時
に
は
過
去
の
実
績
な
ど
を

参
考
に
予
算
額
を
作
成
し
て
い

る
。
近
年
は
燃
料
費
、
人
件
費

等
が
上
昇
し
て
お
り
、
次
年
度

の
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
単

価
を
算
出
し
、
予
算
を
作
成
し

て
い
る
。

　
椎
名
議
員

　
木
村
議
員

　
向
井
議
員

　
藤
田
議
員

村
長
報
告

村
長
報
告

議
決
さ
れ
た

議
決
さ
れ
た

補
正
予
算

補
正
予
算

◆
令
和
５
年
度
中
島
村
一
般
会

計
継
続
費
精
算
報
告
書
の
報
告

に
つ
い
て

（
役
場
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
継
続
費
に
つ
い
て

精
算
報
告
）

（
報
告
受
理
）

◆
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
受
理
）

◆
令
和
５
年
度
中
島
村
教
育
委

員
会
の
点
検
・
評
価
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て

　

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
状
況
の
点
検
、
評
価

に
つ
い
て
報
告

円
、
土
木
費　

１
０
０
万
１
千

円
、
教
育
費　

２
５
８
万
円

▽
定
額
減
税
補
足
給
付
金
や
代

畑
地
区
の
急
傾
斜
地
対
策
事
業

負
担
金
等
に
よ
る
も
の
。

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

既
定
予
算
に
、
１
５
２
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

５
億
５
，
１
１
２
万
９
千
円
と

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

・
理
由　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
保
険
証
の
一
体
化
に
伴
う

補
正

▽
現
行
の
保
険
証
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
12
月
２
日

か
ら
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
の
保
険
証
利
用
を
基

本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
さ
れ

ま
す
。

面川教育長

教
育
長
報
告

教
育
長
報
告
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◆
中
島
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

期
農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

小
林　
　

均
（
小　

針
）

　

小
針　

一
男
（
松　

崎
）

　

吉
田　

定
雄
（
二
子
塚
）

　

大
木　

一
男
（
元　

村
）

　

長
田　

信
夫
（
吉　

岡
）

　

芳
賀　

敏
行
（
川
原
田
）

◆
中
島
村
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

（
中
島
村
議
会
議
員
が
村
か
ら

支
払
い
を
受
け
た
金
銭
の
総
額

や
請
負
の
概
要
な
ど
一
定
の
事

項
を
議
長
に
報
告
し
、
公
表
す

る
た
め
の
条
例
制
定
。）

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

既
定
の
予
算
額
に
19
万
３
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５

億
３
，
５
６
２
万
６
千
円
と
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
理
由　
令
和
５
年
度
の
精
算

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（
特
殊
勤
務
手
当
の
手
当
額
上

限
に
つ
い
て
、
県
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。）

◆
中
島
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
体
化
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。）

　
原
案
ど
お
り
可
決

議
決
さ
れ
た
条
例

議
決
さ
れ
た
条
例

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

役場整備事業外構工事

改修中の滑津小学校法面

改修した幼稚園の軒下

主
な
行
事

•
中
体
連
県
南
大
会

（
６
月
11
日
〜
13
日
）

　

男
子
バ
レ
ー
が
優
勝
、
卓
球

シ
ン
グ
ル
ス
で
男
子
１
名
が
入

賞
し
、
見
事
県
大
会
出
場
の
切

符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

•
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス（

６
月
21
日
）

•
交
通
安
全
テ
ン
ト
村

（
７
月
19
日
）

　

役
場
整
備
事
業
外
構
工
事
に

つ
い
て
は
、
６
月
末
よ
り
着
工

し
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

農
道
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
測
量
設
計
業
務
が
完
了

し
、
工
事
発
注
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
山
村
営
住
宅
修
繕

工
事
を
６
月
に
発
注
し
、
着
手

し
て
お
り
ま
す
。

　

滑
津
原
地
区
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
機
能
強
化
工
事
に
つ

い
て
も
７
月
に
発
注
し
、
着
手

し
て
お
り
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
吉
子

川
小
学
校
校
庭
暗
渠
工
事
が
完

了
し
て
お
り
、
滑
津
小
学
校
の

南
側
法
面
改
修
工
事
、
幼
稚
園

園
舎
改
修
工
事
の
発
注
が
済
ん

で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
主
だ
っ
た
も
の
と

し
て
、
防
災
行
政
無
線
親
局
の

改
修
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
６

月
に
契
約
し
、
業
務
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

定
額
減
税
調
整
給
付
金
支
給

事
業
に
つ
い
て
は
、
減
税
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
給
付
対
象

者
へ
申
請
書
を
発
送
し
、
受
付

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
非
課
税
・
均
等
割
の

み
世
帯
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

も
、
概
ね
給
付
が
完
了
す
る
等
、

事
業
に
つ
い
て
も
順
調
に
進
捗

し
て
い
ま
す
。

人
事
案
件（
敬
称
略
）

行
政
報
告

　
全
会
一
致
で
同
意

工
事
等
の
進
捗
状
況

主
な
行
事

議
員
発
委

5
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スマホから
見られます録画中継はこちら

答 向
むか

井
い

勝
かつ

治
じ

議員
他市町村の混雑解消事例等を参考にしながら
次年度へ向け検討する。

問 村集団検診の混雑解消に向けた村集団検診の混雑解消に向けた
村の考えは？村の考えは？

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
医
療

保
険
者
に
対
し
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
が
義
務
化
さ
れ
て
お

り
、
本
村
に
お
い
て
も
、

受
診
率
の
向
上
を
目
指
し

て
、
受
診
日
を
地
区
毎
に

割
り
当
て
る
、
日
曜
日
に

設
定
す
る
な
ど
、
工
夫
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
の
集
団
検
診
は
、

昨
年
同
様
、
初
日
を
日
曜

日
と
し
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
初
日
の
受
診
者
は
、

昨
年
度
を
40
名
以
上
上
回

る
２
１
３
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

受
診
者
が
増
え
る
こ
と

は
望
ま
し
い
一
方
で
、
特

に
初
日
に
お
い
て
は
、
駐

車
場
の
不
足
や
、
問
診
票

の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
新
規
導
入

に
よ
る
受
付
の
混
雑
な
ど
、

村　

長

８
月
４
日
か

ら
８
日
ま
で
５

日
間
の
日
程
で
集
団
検

診
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

初
日
の
４
日
が
日
曜
日

と
重
な
り
、
受
診
者
が

多
く
混
雑
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

の
郷
、
輝
ら
フ
ィ
ッ
ト

も
営
業
し
て
い
た
た
め
、

駐
車
も
で
き
な
い
状
態

で
し
た
。

　

村
民
か
ら
も
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
混
雑
状
況

だ
っ
た
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
け
ば
、
混
乱
を
お
そ

れ
、
検
診
を
受
診
す
る

村
民
が
減
少
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
、

混
雑
解
消
の
た
め
、
村

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
た
な
課
題
が
生
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、

駐
車
場
の
さ
ら
な
る
確
保

や
、
混
雑
が
予
測
さ
れ
る

日
は
予
め
割
当
て
地
区
を

減
ら
す
な
ど
の
対
応
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
混
雑
の
解
消
が

期
待
さ
れ
る
完
全
予
約
制

に
つ
い
て
は
、
事
前
申
込

が
必
要
と
な
る
た
め
、
受

診
率
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

る
と
と
も
に
、
検
診
機
関

が
全
県
下
で
検
診
を
実
施

し
て
い
る
た
め
、
日
程
の

調
整
が
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
様
々
な
状
況
を

鑑
み
、
他
市
町
村
の
混
雑

解
消
事
例
等
も
参
考
と
し

な
が
ら
、
次
年
度
に
向
け
、

よ
り
よ
い
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
た
ち
の
受

診
率
も
大
変
重
要
で
は
あ

り
ま
す
が
、
働
き
盛
り
の

方
の
受
診
率
を
伸
ば
す
の

も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
日
曜
日
を
検

診
日
か
ら
外
す
と
い
う
方

法
以
外
で
対
応
し
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
名
を
超

え
た
の
は
こ
こ
十
数
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

保
健
福
祉
課
長

や
は
り
日
曜
日
を
希
望
す

る
方
が
多
い
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
平
日
か

ら
始
ま
る
よ
う
な
形
と
か

を
検
診
機
関
の
ほ
う
に
は

希
望
し
て
い
き
た
い
な
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
曜
日
の
割
当
て
を
３

コ
マ
ず
つ
、
５
日
間
、
地

区
ご
と
に
割
振
り
し
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日

曜
日
の
そ
も
そ
も
割
当
て

の
人
数
を
減
ら
す
、
地
区

を
減
ら
す
と
か
を
し
て
、

割
当
て
外
か
ら
来
た
人
を

も
見
込
ん
で
日
曜
日
を
設

定
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か

と
か
。
あ
と
、
近
隣
町
村

の
ほ
う
も
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
来
年

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

輝
ら
フ
ィ
ッ

ト
と
ふ
れ
あ
い

の
郷
を
利
用
し
て
い

る
お
客
さ
ん
が
い
る
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

逆
に
そ
ち
ら
の
ほ
う

に
も
駐
車
場
が
な
く
て

困
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
出
て
く
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
日
曜
日
に

や
ら
な
い
と
、
受
診
率

は
上
が
ら
な
い
の
で
す

か
。 問

6

答答

問問

問

答
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村独自の農家への支援が必要と
考えるが村の考えは？考えるが村の考えは？
国や県へ要望を行うとともに村としての支援
を検討していきたい。 藤

ふじ

田
た

利
とし

春
はる

議員

　

地
域
計
画
の
策
定
に
係

る
進
展
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７
月
23
日
か
ら
26
日
に
か

け
、
村
内
４
か
所
で
座
談

会
を
実
施
し
、
計
画
の
方

針
、
関
係
す
る
目
標
地
図

の
素
案
な
ど
を
お
示
し
し

た
と
こ
ろ
、
反
対
な
ど
の

意
見
も
な
く
、
年
度
内
の

策
定
に
向
け
て
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
が
実
施
さ

れ
る
令
和
７
年
度
以
降
の

国
や
県
の
補
助
等
に
つ
い

　

村
の
農
業
経

営
体
は
２
０
２

０
年
の
統
計
に
よ
る
と

３
８
９
戸
と
、
そ
の
中

身
的
に
は
専
業
農
家
77

戸
、
こ
の
農
家
は
認
定

農
業
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
、
準
事

業
経
営
体
、
副
業
的
経

営
体
、
自
給
的
経
営
体

で
３
０
０
戸
以
上
あ
り
、

専
業
農
家
の
４
倍
近
く

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
経
営
体
の
特
徴
は
、

水
稲
プ
ラ
ス
野
菜
、
ま

た
は
野
菜
販
売
だ
け
で

あ
る
と
推
察
い
た
し
ま

す
。

　

そ
の
経
営
体
の
家
族

構
成
を
見
る
と
、
父

さ
ん
、
母
さ
ん
、
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

勤
め
て
い
る
子
供
と

い
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

農
家
戸
数
の
６
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
専
業

農
家
と
こ
の
農
家
の
中

島
村
の
農
地
が
守
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

県
で
も
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
生
産
額
を
上

げ
て
い
ま
す
が
、
村
独

自
の
認
定
農
業
者
以
外

の
農
家
に
対
し
、
国
・

県
の
年
齢
制
限
を
限
定

と
し
た
新
規
就
農
者
に

対
す
る
助
成
制
度
で
は

な
く
、
村
独
自
の
新
規

就
農
者
に
対
す
る
援
助
、

さ
ら
に
農
作
業
機
械
購

入
に
対
し
て
の
助
成
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

て
は
、
経
営
規
模
拡
大
を

対
象
と
し
た
も
の
が
多
い

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地

域
計
画
の
目
的
と
な
る
、

幅
広
い
農
業
経
営
体
を
視

野
に
入
れ
た
農
地
の
利
活

用
に
つ
な
が
る
か
は
、
現

時
点
で
は
不
透
明
で
あ
り

ま
す
。

　

質
問
に
あ
り
ま
し
た
村

独
自
の
農
家
支
援
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
事
業
等
を

継
続
し
な
が
ら
、
各
経
営

体
や
各
団
体
と
の
意
見
交

換
等
で
課
題
や
要
望
を
整

理
し
、
国
や
県
へ
の
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
村
と

し
て
の
支
援
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
農
業
用
水
路
と
、

水
門
ゲ
ー
ト
を
管
理
し
て

い
る
の
が
、
村
土
地
改
良

区
で
あ
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
水
門
ゲ

ー
ト
と
は
別
に
、村
が
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

と
の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す

が
、村
土
地
改
良
区
が
管

理
し
て
い
る
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、現
在
、村
と
し

て
新
た
な
水
門
ゲ
ー
ト
を

設
置
す
る
予
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スマホから
見られます録画中継はこちら

答

問

吉岡東側のはめ板式水門について、非常に危険だ
と考えるが村として水門設置の考えはあるのか。
土地改良区が管理している施設のため、
村として設置する予定はない。答答答

　

防
災
対
策
に

つ
い
て
と
い
う

こ
と
で
、
吉
岡
東
側
の

阿
武
隈
川
の
用
水
及
び

排
水
と
し
て
利
用
し
て

い
る
水
門
が
は
め
板
式

で
あ
り
、
水
門
調
節
に

危
険
が
伴
い
、
非
常
に

危
な
い
状
況
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
と
は
別

に
、
村
と
し
て
の
水
門

ゲ
ー
ト
（
手
動
式
）
設

置
の
考
え
は
あ
る
の
で

す
か
。

問

問

7

答答

問問

村　

長

答

村　

長

答

吉岡東側のはめ板式水門について、非常に危険だ吉岡東側のはめ板式水門について、非常に危険だ問
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村猟友会活動の様子

答 小
こ

松
まつ

公
きみ

雄
お

議員近隣市町村の制度などを参考に検討していきたい。

問 村猟友会員の減少対策について村猟友会員の減少対策について
村はどのような見解を持っているのか？

　

村
で
は
、有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
、毎
年
実
施
期

間
を
定
め
、猟
銃
に
よ
る

カ
ラ
ス
や
サ
ギ
な
ど
の
駆

除
、箱
わ
な
に
よ
る
ハ
ク

ビ
シ
ン
な
ど
の
捕
獲
等
を

中
島
村
猟
友
会
に
委
託
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

村　

長

　

現
在
の
猟
友

会
の
人
数
は
８

名
で
、
う
ち
２
名
が
50

代
、
60
代
が
１
名
、
残

り
５
名
が
70
代
と
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
若

い
ハ
ン
タ
ー
を
育
成
し
、

後
継
者
を
育
て
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

最
近
、
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

食
べ
ら
れ
て
と
か
、
ス

イ
カ
を
カ
ラ
ス
に
つ
つ

か
れ
て
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
と
か
、
加
え
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

な
ど
も
増
え
て
お
り
ま

す
し
、熊
の
目
撃
も
あ
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
狩
猟
免
許
を
受
け

る
際
の
受
講
料
、
銃
の

所
持
許
可
を
得
る
た
め

の
費
用
等
の
何
割
か
を

　

こ
こ
数
年
の
有
害
鳥
獣

の
傾
向
と
し
て
、
自
然
環

境
の
変
化
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
生
活
圏

に
お
け
る
タ
ヌ
キ
の
出
没

な
ど
も
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
福

島
県
内
で
も
熊
の
出
没
や

被
害
が
多
く
報
告
さ
れ
て

お
り
、
本
村
に
お
い
て
も

今
年
７
月
に
熊
の
目
撃
例

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
へ
の
被
害
防
止
対
策
を

進
め
る
上
で
も
、
猟
友
会

は
重
要
な
役
割
を
担
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

猟
友
会
の
体
制
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
、
新
た

に
１
名
の
加
入
が
あ
り
ま

し
た
が
、
減
少
傾
向
で
あ

り
、
猟
友
会
か
ら
も
高
齢

化
に
伴
う
相
談
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

狩
猟
免
許
取
得
者
の
確
保

に
向
け
た
補
助
の
導
入
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
の

制
度
な
ど
も
参
考
に
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

スマホから
見られます録画中継はこちら

村はどのような見解を持っているのか？村はどのような見解を持っているのか？

村
で
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
、
ハ
ン
タ
ー
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

今
、
本
村
は
他
の
市

町
村
と
比
較
す
る
と
、

鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
少

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、

近
い
将
来
、
深
刻
な
状

況
に
な
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も

猟
友
会
員
を
増
員
し
、

備
え
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
猟
友
会
の
方
々
も

憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

村
長
の
猟
友
会
の
減

少
対
策
に
つ
い
て
の
見

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

8

問

答

　

今
ま
で
は
、

猟
友
会
は
趣
味

と
言
い
ま
す
か
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま

す
か
、
そ
う
い
う
範
囲

で
自
分
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
ん
で
い
た
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ

け
被
害
が
増
え
ま
す
と
、

そ
の
存
在
感
と
必
要
性

が
増
し
て
き
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

狩
猟
免
許
、
あ
る
い

は
銃
の
所
持
許
可
を
取

る
の
に
15
万
か
ら
20
万

ぐ
ら
い
費
用
が
か
か
る

ら
し
い
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
鉄
砲
と
な
る
と
、

や
っ
ぱ
り
、
あ
る
程
度

な
金
額
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
費
用
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村

の
動
員
に
い
つ
で
も
応

え
て
も
ら
う
、
そ
う
い

う
体
制
を
整
え
て
も
ら

う
。
そ
し
て
、
後
継
者

を
育
成
し
て
、
あ
る

い
は
、
今
、
高
齢
者
が

元
気
な
う
ち
に
技
術
指

導
も
し
て
い
た
だ
い
て
、

な
お
、
そ
の
猟
友
会
の

技
術
も
数
も
充
実
し
て

い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

答
　

県
の
補
助
事
業
で
も
対

象
に
な
る
よ
う
な
事
業
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
確
認
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も
踏

ま
え
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら

猟
友
会
員
の
体
制
維
持
の

た
め
に
、
村
と
し
て
は
検

討
の
ほ
う
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
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８
月
９
日
東
京
第
一
ホ
テ
ル

新
白
河
に
お
い
て
、
西
白
河
地

方
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す

る
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
惇

夫
氏
を
講
師
に
、
「
こ
れ
か
ら

の
政
局
・
政
治
展
望
」
と
題
し

て
混
迷
す
る
日
本
政
治
と
こ
の

国
の
行
方
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
㈯
幼
稚
園
で
子
ど

も
の
国
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
元
気
い
っ
ぱ
い　

最
後
ま

で
力
を
だ
そ
う　

運
動
会
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ダ
ン
ス
や
か

け
っ
こ
、
親
子
団
体
競
技
、
リ

レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
一
生
懸
命
な
姿

に
、
た
く
さ
ん
の
声
援
と
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

西
白
河
地
方
町
村
議
会

　
　
　
　
　
議
員
研
修

幼
稚
園
運
動
会

出
場
チ
ー
ム
に

　
　
　
激
励
金
交
付

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
が

主
催
す
る
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
で
10
月
25
日
に
行

わ
れ
、
村
議
会
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教

授
の
牛
山
久
仁
彦
氏
か
ら
「
議

会
改
革
・
議
会
の
活
性
化
」
に

つ
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
星
浩

氏
か
ら
「
今
後
の
政
局
・
政
治

展
望
」
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
令
和
５
年
度
決

算
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
課
か
ら
の
説
明
の
ほ
か
、
令

和
５
年
度
事
業
の
現
地
視
察
と

し
て
、
代
畑
地
区
排
水
ポ
ン
プ

場
、
滑
津
小
学
校
エ
キ
ス
パン
シ

ョン
部
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
説
明
会
及
び

　
　
　
　
現
地
視
察

　

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野

球
大
会
、
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ふ
く
し

ま
駅
伝
の
各
大
会
へ
出
場
に
あ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
代
表
と
し
て
勇
気
と
元

気
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
期
待
し
て
、
出
場
さ
れ
る
チ

ー
ム
へ
、
議
長
か
ら
激
励
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

軟式野球チーム　萩野和希主将へソフトボールチーム　江面雄一主将へ駅伝チーム　水野谷風歌主将へ

滑津小学校エキスパンション部 代畑地区排水ポンプ場

町
村
議
会
議
員
研
修
会

9
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議会のうごき議会のうごき

今
年
の
夏
も
昨
年
同
様
、猛
暑
酷

暑
の
夏
で
し
た
。迷
走
す
る
台
風
10

号
、そ
し
て
線
状
降
水
帯
に
よ
る
日

本
各
地
で
の
大
水
害
。特
に
能
登
半

島
に
お
け
る
豪
雨
災
害
に
は
、心
が

痛
み
ま
す
。何
と
か
復
興
へ
の
道
筋

が
つ
け
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

９
月
に
入
っ
て
も
残
暑
が
厳
し
い

日
が
続
き
ま
し
た
が
、彼
岸
も
過
ぎ

て
水
田
で
は
稲
穂
も
実
り
、刈
取
り

が
続
い
て
い
ま
す
。自
然
災
害
を
忘

れ
る
事
な
く
充
分
に
備
え
を
し
て
、

体
調
管
理
に
は
、気
を
つ
け
て
、穏
や

か
な
年
末
を
迎
え
た
い
と
願
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
椎
名
）

編
　
集
　
後
　
記

８　
月

5日 主要地方道棚倉矢吹線道路整備期成同盟会通常総会
7日 決算審査講評
8日 令和６年第３回白河地方広域市町村圏整備組合議会定例会
9日 西白河地方町村議会議員研修会
15日 議会だより８月号発行
20日 正副議長・事務局長研修会
23日 例月出納検査
29日 第18回市町村対抗福島県軟式野球大会激励会
29日 令和６年第３回定例会招集告示
31日 吉子川小学校創立150周年記念式典

９　

月

5日 議会運営委員会
12日 第3回議会定例会
13日 全員協議会
20日 敬老会
25日 例月出納検査
27日 滑津小学校創立150周年記念式典
28日 幼稚園運動会
30日 9月定例町村議会議長会

10　

月

6日 なかじまの里スポーツフェスティバル
17日 イナナムセカンダリースクール生徒招待事業に伴う歓迎会
19日 中島中学校ききょう祭
20日 消防団秋季検閲
25日 町村議会議員研修会
26日 滑津・吉子川小学校学習発表会
31日 例月出納検査

第 4 回

　玉ねぎ作付けの準備のため、トラクターを
運転中の小針掃部さんにインタビューをさせ
ていただきました。
　今年の春先には田おこし、代かきをして、
毎日自家用野菜を育てているそうです。
　本人いわく、健康がなによりで、一週間に
１回、機能訓練のため病院へ行き、友達と会
うのが楽しみ。趣味は機械いじりで、農機具
もほとんど自分で修理すると話してください
ました。電動自転車を購入してあり、運転免許
証は今年いっぱいで返納するとのことです。
10年前くらいから禁煙し、お酒は飲まず、好
きな食べ物は饅頭で、特に甘いものが好きと、
健聴で明瞭に話してくださいました。
　突然の取材にも関わらず、こころよく奥様
の大和さんと写真撮影に応えてくださいまし
た。お二人の良い思い出は、新幹線で青森ま
で行った旅行と仰っていました。　(藤田、向井)

96
歳

　
「
な
か
じ
ま
議
会
だ

よ
り
」
表
紙
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真

　
中
島
村
内
で
撮
影
さ

れ
た
カ
ラ
ー
写
真
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格

　
中
島
村
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

■
応
募
方
法

　
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影

日
時
を
記
載
し
、
議
会

事
務
局
へ
電
子
メ
ー
ル

か
、
直
接
電
子
デ
ー
タ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日

２
月
号

令
和
７
年
１
月
８
日（
水
）

５
月
号

令
和
７
年
３
月
28
日（
金
）

■
選
考
方
法

　
編
集
委
員
会
で
選
考

の
上
、
採
用
写
真
を
決

定
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
方
に
粗
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
は
村
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
を

募
集
し

ま
す
！

表
紙
写
真

議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp
　　　　　　　　　　　（議会事務局宛）

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192 福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1
　　　　電 話 0248－52－3486

発行

（松　﨑）

昭和3年７月生

小
こ

針
ばり

  大
やま

和
と

さん

92
歳

昭和７年５月生

小
こ

針
ばり

  掃
か

部
もん

さん
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